
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平面視でＬ字状に形成した天板と、この天板における後ろの三隅を支持する三つの脚体
と、この各脚体の相互間を連結するステー部材とから成るＬ型机において、
　前記各脚体の上端に、上面に前記天板を載置するようにした連結体を配設し、この連結
体に、前記脚体の上端にその内部に嵌るようにして取付けられる

脚取付け部と、前記ステー部材に対する 取付け部とを設け、
　前記脚取付け部は、前記連結体における各側面のうち 一つ
の角部を挟んで直角をなす二つの側面に一体的に設けられ、
　前記ステー部材に対する取付け部は、前記一つの角部と対角の他の角部を挟んで直角を
なす二つの側面に一体的に設けられていることを特徴とするＬ型机の構造。
【請求項２】
　

　

　
ことを特徴とする請求項１に記載のＬ型机の構造
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補助脚取付け部と、一対
の 一対の

前記補助脚取付け部を有する

前記三隅のうち、第１の隅部と第３の隅部のうち一方もしくは両方とその間の第２の隅
部との間に、前記天板における互いに直角になす二つの後面のうちいずれか一方もしくは
両方の後面に沿って延びるように配線受け樋を配置し、

前記第１及び第３の隅部の脚体に取付けられた前記連結体のうち一方もしくは両方にお
ける二つの脚取付け部のうち一方の脚取付け部を脚体の上端に取付けた状態で、他方の脚
取付け部に前記配線受け樋の一端部を取付け、

前記第２の隅部における脚体に取付けられた連結体における一方もしくは両方の脚取付
け部に、配線受け樋の他端部を取付けた



。
【請求項３】
　前記各連結体の上面に、天板の下面に沿って前側に延びる天板支持板を取付けたことを
特徴とする請求項１又は２に記載のＬ型机の構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、筆記又はコンピュータ操作等のような各種のデスクワークを行う事務等に使用
される机のうち、平面視でＬ字状に形成した天板と、この天板における後ろの三隅を支持
する三つの脚体とから成るＬ型机の構造に関するものである。
【０００２】
【従来の技術と発明が解決しようとする課題】
一般に、この種のＬ型机は、基本的にいって、前記三つの各脚体の相互間を、横方向に延
びるステー部材を介して連結するか、このステー部材を介して連結することに加えて、天
板の後面にこれに沿って延びるように配設した配線受け樋を介して連結し、この各脚体の
上面に前記天板を載置するという構成にしている。
【０００３】
この場合、従来のＬ型机においては、前記各脚体と、この各脚体間を連結するステー部材
及び配線受け樋との連結を、金属板にて中空状に形成した脚体の側面板に対してボルトに
てステー部材を締結するという構成にしているから、この連結部分における剛性を向上す
るには、中空の脚体を形成する金属板の板厚、及び前記ステー部材及び配線受け樋を形成
する金属板の板厚を相当に厚くしなければならないか、或いは、この脚体とステー部材及
び配線受け樋との間に補強部材を設けるようにしなければならないという問題があった。
【０００４】
本発明は、この問題を解消することを技術的課題とするものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　この技術的課題を達成するため、請求項１に記載の発明のＬ型机の構造は、平面視でＬ
字状に形成した天板と、この天板における後ろの三隅を支持する三つの脚体と、この各脚
体の相互間を連結するステー部材とから成るＬ型机において、前記各脚体の上端に、上面
に前記天板を載置するようにした連結体を配設し、この連結体に、前記脚体の上端にその
内部に嵌るようにして取付けられる 脚取付け部と、前記ステー
部材に対する 取付け部とを設け、前記脚取付け部は、前記連結体における各側面の
うち 一つの角部を挟んで直角をなす二つの側面に一体的に設
けられ、前記ステー部材に対する取付け部は、前記一つの角部と対角の他の角部を挟んで
直角をなす二つの側面に一体的に設けられているものである。
【０００６】
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のＬ型机の構造において、

ものである。
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載のＬ型机の構造において、前記各連結
体の上面に、天板の下面に沿って前側に延びる天板支持板を取付けたものである。
【０００７】
【発明の作用・効果】
　請求項１に記載の発明によれば、両脚体の上端に使用した連結体は、脚体に対して、こ
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補助脚取付け部と、一対の
一対の

前記補助脚取付け部を有する

前記三隅の
うち、第１の隅部と第３の隅部のうち一方もしくは両方とその間の第２の隅部との間に、
前記天板における互いに直角になす二つの後面のうちいずれか一方もしくは両方の後面に
沿って延びるように配線受け樋を配置し、前記第１及び第３の隅部の脚体に取付けられた
前記連結体のうち一方もしくは両方における二つの脚取付け部のうち一方の脚取付け部を
脚体の上端に取付けた状態で、他方の脚取付け部に前記配線受け樋の一端部を取付け、前
記第２の隅部における脚体に取付けられた連結体における一方もしくは両方の脚取付け部
に、配線受け樋の他端部を取付けた



れに設けた 脚取付け部が脚体の上端内部に嵌まった状態にして強固に取付けられるこ
とになるから、この連結体に設けた取付け部にステー部材を取付けることにより、前記ス
テー部材を、両脚体に対し前記連結体を介して強固に連結することができ 前
記連結部分における剛性を、従来のように、脚体のステー部材の板厚を厚くしたり、或い
は、別の補強部材を使用したりすることなく、確実に大幅にアップすることができるので
ある。
　そして、前記脚取付け部は、前記連結体における各側面のうち一つの角部を挟んで直角
をなす二つの側面に一体的に設けられ、前記ステー部材に対する取付け部は、前記一つの
角部と対角の他の角部を挟んで直角をなす二つの側面に一体的に設けられているものであ
るから、左右両脚体の各々に対する連結体を、同じ形状の共通部品にすることができる利
点を有する。
【０００８】
　

【０００９】
また、請求項３に記載したように、前記両連結体の上面に、天板の下面に沿って前側に延
びる天板支持板を取付けることにより、Ｌ型の天板を、その手前側の部分まで確実に支持
することができる利点を有する。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明における実施の形態を図面について説明する。
【００１１】
図１～図１２は、第１の実施の形態を示す。
【００１２】
この図において、符号１は、平面視においてＬ字状に形成した天板を、符号２，２′及び
２″は、前記Ｌ型天板１における後ろの三隅を支持する三つの脚体を、符号４，４′は、
前記各脚体２，２′，２″のうち天板１の両端における第１脚体２及び第２脚体２′と、
その間における第３脚体２″の相互間を互いに連結するステー部材を、符号５は、前記天
板１における二つ後面のうち前記第１脚体２と第３脚体２″との間に位置する後面に沿っ
て延びるように配設する配線受け樋を各々示す。
【００１３】
なお、本実施の形態の場合、前記Ｌ型の天板１は、二つの天板１′，１″を、その下面に
設けた二つの連結片２９にて、着脱自在に連結したものに構成されている。
【００１４】
前記各脚体２，２′，２″は、床面上を机に対して前後方向に延びる下アーム部材６と、
この下アーム部材６の上面から立設する金属板製中空状の脚柱７と、同じく前記下アーム
部材６の上面から前記脚柱７の後面に沿って立設する金属板製中空状の補助脚柱８とによ
って構成されている。
【００１５】
この場合において、前記補助脚柱８の断面形状は、略正方形であるが、前記脚柱７の断面
形状は、図４に示すように、その外側面板７ａを机の前後方向に略真っ直ぐな平面に、そ
の内側面板７ｂを後方に向かって湾曲しながら内向きに傾斜した湾曲傾斜面にするという
ように一つの湾曲辺と二つの直線辺とを有する略三角形に形成されている。また、これら
各脚柱７，８は、前記下アーム部材６の上面に対してボルト９，１０の締結にて着脱自在
に連結されている。
【００１６】
次に、符号１１は、前記各脚体２，２′，２″の上端の各々配設した連結体を示し、この
連結体１１は、平面視において略矩形に形成され、その一つの角部における下面には、前
記補助脚柱８の上端内部に嵌まった状態で、補助脚柱８に対してボルト１３の締結にて着
脱自在に取付けられる補助脚取付け部１２が一体的に設けられている。
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補助

る。従って、

そして、請求項２の発明によれば、各脚体の各々に対する連結体を、同じ形状の共通部
品にすることができる利点を有する。



【００１７】
また、前記連結体１１の各側面のうち前記補助脚取付け部１２を有する一つの角部を挟ん
で互いに直角をなす二つの側面には、前記脚柱７の上端内部に嵌まった状態で、脚柱７に
対してボルト１５の締結にて着脱自在に取付けられる脚取付け部１４が一体的に設けられ
、この両脚取付け部１４のうち一方の脚取付け部１４を、前記脚柱７の上端内部に嵌める
ようにして取付ける。
【００１８】
前記第１脚体２に対する連結体１１における両脚取付け部１４のうち他方の脚取付け部１
４と、前記第２脚体２″に対する連結体１１における両脚取付け部１４のうち他方の脚取
付け部１４とに、前記配線受け樋５の両端部を、ボルト１５′の締結にて着脱自在に連結
する。
【００１９】
更にまた、前記連結体１１の各側面のうち前記補助脚取付け部１２を有する一つの角部と
対角をなす他の一つの角部に隣接して互いに直角をなす二つの側面には、前記ステー部材
４の取付け部であるところの棒片１６を横向きに一体的に突出して、これに前記ステー部
材４，４′の一端を被嵌したのちボルト１７を締結することにより、ステー部材４，４′
を着脱自在に連結する。
【００２０】
そして、前記各連結体１１の上面には、机の前後方向に延びる天板支持板１８を配設して
、この天板支持板１８を、前記連結体１１に着脱自在に取付けて、この各天板支持板１８
の上面に、前記Ｌ型の天板１を載せるように構成する。
【００２１】
なお、本実施の形態の場合、この天板支持板１８の取付けは、連結体１１の脚柱７に対す
る取付け用ボルト１５、及び配線受け樋５の連結体１１に対する取付け用ボルト１５′を
利用して行うように構成され、且つ、この天板支持板１８は、前記脚柱７に対しても、ボ
ルト２０の締結にて着脱自在に取付けられている。
【００２２】
前記天板支持板１８に、天板１の下面に沿って前方に延びる上アーム部材１９を固着する
ことにより、この上アーム部材１９によっても天板１を支持するように構成され、更に、
前記天板１の下面に、前記ステー部材４，４′の上面のうち複数箇所に設けた各受け片２
１を前記天板１の下面に接当することにより、ステー部材４，４′によっても天板１を支
持するように構成する。
【００２３】
なお、前記天板１のうち前記各脚体２，２′，２″における脚柱７及び補助脚柱８に該当
する部分には、これらを露出するようにした切欠部１ａが設けられ、この切欠部１ａには
、この切欠部１ａ内のうち前記脚柱７の上端における連結体１１及び天板支持板１８を覆
い隠すようにしたキャップ体２２と、前記補助脚柱８の上端における連結体１１を覆い隠
すようにしたキャップ体２３とが着脱自在に設けられている。また、前記配線受け樋５に
は、図９に示すように、これを塞ぐようにした蓋板２４が着脱自在に設けられている。
【００２４】
このように構成することにより、Ｌ型の天板１を支持する三つの各脚体２，２′，２″の
上端に使用した連結体１１は、各脚体２，２′，２″における脚柱７に対して、これに設
けた脚取付け部１４が脚柱７の上端内部に嵌まった状態にして強固に取付けられることに
なる。
【００２５】
そして、これらの連結体１１に対してステー部材４，４′及び配線受け樋５を取付けるこ
とで、このステー部材４，４′及び配線受け樋５を、各脚体２，２′，２″に対し前記連
結体１１を介して強固に連結することができるから、前記連結部分における剛性を、従来
のように、脚柱の板厚さを厚くしたり、或いは、別の補強部材を使用したりすることなく
、大幅にアップすることができる。
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【００２６】
この場合において、前記連結体１１には、一つの角部を挟んで直角をなす二つの側面の各
々に脚取付け部１４が、他の角部を挟んで直角をなす二つの側面に各々にステー部材４の
取付け部であるところの棒片１６が設けられていることにより、連結体１１を、全ての脚
体２，２′，２″に対して使用することができるというように、同じ形状の共通部品にす
ることができる。
【００２７】
また、前記Ｌ型天板１を、前記各連結体１１の上面に机の前方向に延びるように取付けた
天板支持板１８にて支持したことにより、前記天板１を、その手前側の部分まで確実に支
持することができる。
【００２８】
更にまた、前記天板支持板１８を、前記連結体１１と、脚柱７との両方に取付けたことに
より、この天板支持板１８の取付け強度、及び連結体１１の脚柱７に対する取付け強度を
向上することができる。
【００２９】
これに加えて、前記天板支持板１８に天板１の下面に沿って前方に延びる上アーム部材１
９を固着するという構成であることにより、以下に述べるような利点を有する。
【００３０】
すなわち、天板１における前面からの奥行き寸法が大きい場合には、長さの長い上アーム
部材１９を使用し、奥行き寸法が小さい場合には、長さの短い上アーム部材１９を使用す
るか、あるいは、この上アーム部材１９を廃止することにより、常に同じ寸法形状の天板
支持板１８を使用することができ、換言すると、前記天板支持板１８を、前記各脚体２，
２′，２″に対して共通の部品にすることができる。
【００３１】
また、本実施の形態の場合、前記第１脚体２と第３脚体２″とを連結するステー部材４と
、第３脚体２″と第２脚体２′とを連結するステー部材４′との間には、これらに対して
斜め方向に延びるステー部材４″が装架して、このステー部材４″によっても天板１を支
持するように構成している。
【００３２】
この斜めのステー部材４″と、前記両ステー部材４，４′との着脱自在な連結は、図１１
及び図１２に示すように、ステー部材４，４′に横向きコ字状に形成した連結片２５を被
嵌したのち止めねじ２６にて固着し、この連結片２５に対して斜めのステー部材４″を挿
入したのちねじ孔２８からねじ込んだ止めねじ２７にて固着するという構成である。
【００３３】
この場合、前記連結片２５には、前記ねじ２７を挿入する別のねじ孔２８′を穿設して、
この別のねじ孔２８′を使用して、二点鎖線で示すように、反対方向に傾斜するステー部
材も同様にねじにて固着できるようにすることにより、前記連結２５を、斜めのステー部
材４″を両ステー部材４，４′の両方に連結する場合に使用できるようにして、部品の共
通化を図っている。
【００３４】
次に、図１３及び図１４は、本発明の第２の実施の形態を示す。
【００３５】
この第２の実施の形態は、天板１を一枚構成にし、この天板１を支持する各脚体２，２′
，２″のうち第１脚体２と第２脚体２′との間に位置する第３脚体２″を、断面正方形の
脚柱８のみにし、更に、この第３脚体２″と、前記第２脚体２′との間を、ステー部材４
′にて連結することに加えて、配線受け樋５′にて連結した場合である。
【００３６】
この第２の実施の形態におけるその他の構成は、前記第３脚体２″に対する連結体１１を
、その一つの隅部に一体的に設けた脚取付け部１２を第３脚体２″における脚柱８の上端
内部に嵌るようにして取付ける一方、前記第３脚体２″に対する連結体１１の上面に取付
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けられる天板支持板１８′を、第１脚体２及び第２脚体２′の箇所における天板支持板１
８と異なり、図１４に示すように、略正方形に形成した点を除いて、前記第１の実施の形
態と同様である。
【００３７】
つまり、この第２の実施の形態においては、各脚体２，２′，２″の箇所に同じ寸法形状
の連結体１１を使用した状態のもとで、第１脚体２と第３脚体２″との間をステー部材４
及び配線受け樋５を介して連結することに加えて、第３脚体２″と第２脚体２′との間を
も、同様にステー部材４′及び配線受け樋５′を介して連結するという構成にしたもので
ある。
【００３８】
もちろん、この第２の実施の形態の変形例としては、前記第１脚体２と第３脚体２″との
間を連結するステー部材４及び配線受け樋５のうち配線受け樋５のほうを廃止するように
構成しても良い。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による第１の実施の形態による事務用机を示す正面図である。
【図２】図１の平面図である。
【図３】図１の左側面図である。
【図４】図３の IV－ IV視拡大断面図である。
【図５】図１において天板を除いた状態を示す平面図である。
【図６】図５の VI－ VI視拡大断面図である。
【図７】図６の VII － VII 視断面図である。
【図８】図７の VIII－ VIII視断面図である。
【図９】図７の IX－ IX視拡大断面図である。
【図１０】要部の分解斜視図である。
【図１１】ステー部材の連結部を示す図である。
【図１２】図１１の XII － XII 視断面図である。
【図１３】本発明による第２の実施の形態を示す平面図である。
【図１４】図１３の要部を示す拡大図である。
【符号の説明】
１　　　　　　　天板
２，２′，２″　脚体
４，４′，４″　ステー部材
５，５′　　　　配線受け樋
７　　　　　　　脚柱
８　　　　　　　補助脚柱
１１　　　　　　連結体
１２　　　　　　補助脚取付け部
１４　　　　　　脚取付け部
１６　　　　　　ステー部材に対する取付け部
１８　　　　　　天板支持板
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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